
る
0

全
四
章
か
ら
成
る
本
書
は
、
じ
つ
は
フ
ト
ン
の

出
現
ま
で
の
寝
所
や
寝
具
の
あ
り
方
が
ど
ぅ
で
あ

つ
九
か
の
問
題
に
、
多
く
の
筆
を
賓
や
し
て
い

る
。
そ
こ
に
は
種
々
興
味
深
い
叙
述
が
あ
る
が
、

中
で
も
、
ト
コ
と
も
ユ
カ
と
も
よ
む
「
床
L
、
そ

し
て
の
ち
の
「
床
の
問
」
の
問
題
に
著
者
の
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
寝

所
.
襄
臭
の
問
題
が
そ
の
ま
ま
家
屋
建
築
の
展
開

の
問
題
で
あ
り
、
鴛
史
の
中
心
的
テ
ー
マ
で
あ

る
こ
と
磊
名
に
器
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

笠
井
昌
昭
(
大
学
文
学
部
教
授
)

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
蔵
文
化
財

⑥

鈴
木
玉
治

ス
エ
キ
ヨ
ゞ
ヘ
オ
オ
ガ
メ

須
恵
器
窯
変
大
甕

綴
器
の
編
年
的
観
察
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
年
代

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

い
ち
ぢ
る
し
く
変
形
し
て
い
る
大
甕
の
当
初
の

形
態
は
、
体
部
の
上
位
に
最
大
の
径
が
あ
る
丸
底

の
甕
で
、
外
側
に
反
り
な
が
ら
立
ち
あ
が
る
長
U

の
頸
と
、
口
縁
の
端
部
が
胤
曲
す
る
点
に
特
徴
が

あ
る
ま
た
、
頸
邵
に
は
四
本
単
位
の
櫛
状
施
文

貝
に
よ
る
波
状
文
を
、
二
段
に
め
ぐ
ら
し
て
い
た

こ
と
が
残
存
兆
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

内
而
の
胃
海
波
、
外
而
の
桜
f
状
叩
き
痕
は
、

部
分
的
に
ナ
デ
消
さ
れ
て
い
て
、
口
縁
に
残
る
ナ

デ
の
痕
跡
と
と
も
に
器
而
の
器
方
法
を
示
し
て

い
る
。

変
形
の
要
因
と
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
口
径

が
四
o
m
以
上
も
あ
る
大
甕
で
あ
り
な
が
ら
、
器

壁
の
惇
さ
が
体
部
下
半
よ
り
も
、
口
縁
や
肩
な
ど

の
上
部
が
厚
い
こ
と
か
ら
く
る
器
に
ょ
っ
て
、

焼
成
中
に
ひ
ず
み
を
生
み
、
胎
土
の
弱
さ
が
加
わ

つ
て
抑
し
つ
ぷ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
岱
し
矣
量
の
杯
を
含
め
て
、
製
品

の
供
給
先
に
つ
い
て
は
、
同
志
社
校
地
の
西
側
に

あ
る
奈
良
時
代
の
普
賢
寺
が
挙
げ
ら
れ
る
。
考
古

学
的
に
、
南
山
城
出
士
の
奈
良
時
代
初
頭
の
基
準

資
料
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

(
同
志
社
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
調
査
主
任
)

同
志
社
田
辺
校
地
内
「
マ
ム
シ
谷
窯
跡
」
出
土
(
奈
良
時

代
)
上
・
口
径
四
三
・
五
師
、
下
・
口
径
四
三
伽

同
志
社
田
辺
校
地
に
あ
る
遺
跡
の
う
ち
、
一
九

七
六
年
の
分
布
貌
査
に
ょ
っ
て
翻
さ
れ
蚕
跡

は
多
い
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
「
マ
ム
シ
谷
窯
跡
」

と
呼
ぱ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
の
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
、
奈
良
牝
初
頭
の
大
量
の
須
恵

器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
示
す
二
点
の
忽
器
窯
変
大
甕
は
、

「
マ
ム
シ
谷
窯
跡
L
 
の
床
面
か
ら
、
杯
鉢
な
ど

と
と
も
に
散
在
し
て
検
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ー
ー

ー
ー
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